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３ 結婚・離婚に関する考え方 
(1) 結婚は個人の自由、してもしなくてもよい 
 結婚観・離婚観については、フィリピンとアメリカが最も特徴的な割合を示す。フィリピンの強い反
対（「反対」が 82.8％、「どちらかといえば反対」を合わせると 90.4％に上る）と、アメリカの賛否二分
の態度（「賛成」＋「どちらかといえば賛成」で 55.6％、「反対」＋「どちらかといえば反対」で 40.8％）
が目立つほかは、どの国でも賛成派（「賛成」と「どちらかといえば賛成」の合計）が 8 割を占める（次
頁グラフ参照）。特にイギリスでは、97.8％が賛成派である。但し韓国の場合、賛成派は 79.6％いるが、
「賛成」と言いきる回答は 23.4％と目立って低くなっており、他の国とやや温度差がある。 
 男女別に見ると、日本と韓国では目立って男性よりも女性の方の賛成派が多いが、他の 5 か国では男
女差はそれほど大きくはない。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 
と「どちらかといえば反対」の小計） 
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(2) 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 
 賛成派はフィリピンが 48.0％と最も多い（「賛成」30.5％＋「どちらかといえば賛成」17.5％）（次頁
グラフ参照）。それに次ぐのは日本であり 41.1％（「賛成」10.0％＋「どちらかといえば賛成」31.1％）
を占めている。その他の国では賛成派は 20％未満であるのに比べると、日本とフィリピンにおける賛成
派の多さは目立っている。韓国は日本と似た儒教文化を持つ国であるが、性別役割分担意識を問う質問
については、いずれも日本ほど高くなく、韓国の賛成派は 16.7％に過ぎない。 
 男女別に見ると、いずれの国でも男性の方に賛成派が多いが、日本とドイツでは 10％程度男性の賛成
派が多く、他の国より男女の差が大きい。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 

と「どちらかといえば反対」の小計） 
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≪1982 年調査との比較≫ 
 全ての国で、1982 年調査よりも今回調査では反対する人が増加している。特に日本は反対する人の
割合の増加幅が 6 か国中最も大きい。1982 年調査では 7 割強が｢夫は外で働き、妻は家庭を守るべきで
ある｣という考え方の賛成派であったが、今回調査では賛成派は 36.8％にまで減少し、逆に反対派が
57.3％に増加している（次頁表参照）ものの、フィリピンを除くと日本が最も賛成派が多く、他国との
差が目立つ。欧米 4 か国では反対派全体が増えているだけでなく、「どちらかといえば反対」という、
ややおだやかな考えが減少し、強い反対を示す「反対」が増加している。この傾向はスウェーデンで特
に強く、反対派 83.8％中「反対」が 44.0％だったのが、今回は反対派 93.2％のうち 88.3％は「反対」
を示し、「どちらかといえば反対」は 4.9％にまで減少している。フィリピンでは、全体では反対派が増
加しているものの、「賛成」も 15.6％から 25.3％にまで増加しており、賛否両方向の変化が見られる。 
 この考え方については、日本は年齢階級別の差異の状況はほとんど変化を見せず、各年齢層で大きく
下方にシフトし、フィリピンの賛成派の割合より低くなった。また、ドイツは、1982 年調査では年齢
依存度が大きかったが、2002 年調査ではそれほど極端な差は見られない。 
 

 
賛成派                    賛成派 
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B．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである （1982年女性）

日  本
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Ｂ．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである　2002年(女性)と1982年(女性)の比較

賛成
どちらかとい

えば賛成
どちらかとい

えば反対
反対

総    数 2002 1,291 36.8 8.1 28.7 57.3 31.7 25.6 6.0
1982 1,294 71.1 33.2 37.9 23.7 17.8 5.9 5.3

20-29歳 2002 208 33.2 7.2 26.0 60.6 32.7 27.9 6.3
1982 239 63.2 25.5 37.7 31.4 22.2 9.2 5.4

30-39歳 2002 310 32.9 6.1 26.8 60.9 34.8 26.1 6.1
1982 443 70.2 31.4 38.8 25.9 20.3 5.6 3.8

40-49歳 2002 317 37.5 6.9 30.6 57.7 32.5 25.2 4.7
1982 340 71.5 30.0 41.5 21.5 15.3 6.2 7.1

50-59歳 2002 456 40.5 10.5 30.0 52.8 28.5 24.3 6.6
1982 272 79.1 46.7 32.4 15.8 12.9 2.9 5.1

総    数 2002 402 13.2 3.2 10.0 85.1 60.2 24.9 1.7
1992 1,000 32.6 14.2 18.4 66.9 43.9 23.0 0.5

20-29歳 2002 130 5.3 1.5 3.8 92.3 57.7 34.6 2.3
30-39歳 2002 122 13.2 2.5 10.7 85.3 62.3 23.0 1.6
40-49歳 2002 91 24.2 4.4 19.8 73.6 56.0 17.6 2.2
50-59歳 2002 59 13.6 6.8 6.8 86.4 67.8 18.6 0.0
総    数 2002 400 44.8 25.3 19.5 55.0 29.5 25.5 0.3

1982 1,200 55.8 15.6 40.2 44.0 38.8 5.2 0.3
20-29歳 2002 135 40.0 20.0 20.0 60.0 33.3 26.7 0.0

1982 442 54.3 14.0 40.3 45.0 39.8 5.2 0.7
30-39歳 2002 131 46.6 27.5 19.1 52.7 26.0 26.7 0.8

1982 338 55.6 16.3 39.3 44.4 37.6 6.8 -
40-49歳 2002 89 43.8 28.1 15.7 56.1 30.3 25.8 0.0

1982 260 53.4 14.2 39.2 46.2 40.4 5.8 0.4
50-59歳 2002 45 55.6 28.9 26.7 44.5 26.7 17.8 0.0

1982 156 65.4 21.2 44.2 34.6 34.6 - -
総    数 2002 404 18.1 6.2 11.9 81.0 27.5 53.5 1.0

1982 1,200 34.0 14.4 19.6 65.1 28.9 36.2 0.9
20-29歳 2002 104 17.3 5.8 11.5 81.7 25.0 56.7 1.0

1982 393 27.4 13.2 14.2 71.8 28.8 43.0 0.8
30-39歳 2002 105 21.0 6.7 14.3 78.1 27.6 50.5 1.0

1982 333 30.0 10.8 19.2 69.6 28.5 41.1 0.3
40-49歳 2002 117 15.4 6.0 9.4 82.9 29.1 53.8 1.7

1982 236 39.4 16.1 23.3 59.3 29.2 30.1 1.3
50-59歳 2002 78 19.2 6.4 12.8 80.8 28.2 52.6 0.0

1982 238 44.9 19.7 25.2 53.3 29.4 23.9 1.7
総    数 2002 427 4.0 0.5 3.5 93.2 4.9 88.3 2.8

1982 1,220 13.5 3.3 10.2 83.8 39.8 44.0 2.7
20-29歳 2002 94 6.4 1.1 5.3 91.5 4.3 87.2 2.1

1982 237 6.8 1.9 4.9 92.5 31.8 60.7 0.7
30-39歳 2002 90 2.2 0.0 2.2 97.7 3.3 94.4 0.0

1982 401 11.2 1.7 9.5 87.0 37.9 49.1 1.7
40-49歳 2002 126 2.4 0.0 2.4 96.1 5.6 90.5 1.6

1982 274 15.6 3.6 12.0 80.0 40.9 39.1 4.4
50-59歳 2002 117 5.2 0.9 4.3 88.1 6.0 82.1 6.8

1982 276 21.0 6.5 14.5 74.6 48.9 25.7 4.3
総    数 2002 414 14.5 3.6 10.9 85.0 32.1 52.9 0.5

1982 1,333 33.3 12.8 20.5 62.0 43.4 18.6 4.8
20-29歳 2002 80 10.0 2.5 7.5 90.0 27.5 62.5 0.0

1982 352 15.4 5.7 9.7 81.0 48.6 32.4 3.7
30-39歳 2002 120 9.2 1.7 7.5 90.0 36.7 53.3 0.8

1982 301 24.9 9.0 15.9 71.1 50.8 20.3 4.0
40-49歳 2002 116 14.6 1.7 12.9 85.3 29.3 56.0 0.0

1982 349 37.2 12.6 24.6 57.3 44.7 12.6 5.4
50-59歳 2002 98 24.5 9.2 15.3 74.5 33.7 40.8 1.0

1982 325 56.3 24.3 32.0 37.5 28.9 8.6 6.2
総    数 2002 456 9.7 2.2 7.5 88.8 23.2 65.6 1.5

1982 1,224 25.9 6.0 19.9 71.8 38.1 33.7 2.4
20-29歳 2002 107 5.6 1.9 3.7 93.4 16.8 76.6 0.9

1982 328 23.5 3.7 19.8 75.6 37.5 38.1 0.9
30-39歳 2002 145 6.2 0.7 5.5 91.0 27.6 63.4 2.8

1982 427 23.7 4.7 19.0 73.7 37.2 36.5 2.6
40-49歳 2002 113 13.2 3.5 9.7 86.7 22.1 64.6 0.0

1982 267 27.4 6.4 21.0 69.6 39.3 30.3 3.0
50-59歳 2002 91 15.4 3.3 12.1 82.4 25.3 57.1 2.2

1982 196 31.6 11.7 19.9 64.8 38.8 26.0 3.6

日
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(3) 女性は結婚したら家族を中心に生活した方がよい 
 B の「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」と同様に、フィリピンを除くと日本は調査 7 か国
中で最もこの考え方への支持が高い（48.4％ 次頁グラフ参照）。韓国は 29.3％と欧米諸国に比べて、
やや高いものの、日本と比べると賛成する人がかなり少ない。ドイツで 19.2％、アメリカで 13.2％、ス
ウェーデンは 2.9％、イギリスは 5.8％と、欧米 4 ヵ国は少ない。 
 男女の差はそれほど大きくないが、韓国とドイツでは女性の反対派（「反対」と「どちらかといえば
反対」の合計）が男性より１割以上高くなっている。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 
と「どちらかといえば反対」の小計） 
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≪1982 年調査との比較≫ 
 フィリピン以外では反対派が増加しており、欧米 4 か国では「どちらかといえば反対」からはっきり
した「反対」への移行が見られる。特にドイツでは 12.2％から 57.2％、スウェーデンでは 65.2％から
92.7％と大きく反対派が増加している。日本は 1982 年調査では賛成派が 72.0％、反対派が 22.0％と圧
倒的に賛成派が主流だったが、今回調査では賛成派が 47.0％にまで減少、「どちらかといえば反対」と
「反対」ともに増加し、両者の合計は 47.3％になり、賛否がちょうど半々に分かれた状況である。フィ
リピンは特殊で、賛成派が 57.5％から 72.8％にまで増加しており、中でも「賛成」が 8.5％から 55.5％
にまで大きく増えている。しかし「反対」も 4.6％から 10.3％にまで増加しており、賛否両方での変化
がある。 
 

 
 
 
 
C.女性は結婚したら家族を中心に生活した方がよい　2002年(女性）と1982年(女性）の比較

(%)

賛成 どちらかとい
えば賛成

どちらかとい
えば反対 反対

2002 1,291 47.0 13.1 33.9 47.3 30.1 17.1 5.7
1982 1,294 72.0 29.9 42.1 22.0 18.2 3.8 6.0
2002 402 24.1 3.7 20.4 74.9 50.7 24.1 1.0
1982 0.0 0.0
2002 400 72.8 55.5 17.3 27.3 17.0 10.3 0.0
1982 1,200 57.5 8.5 49.0 41.9 37.3 4.6 0.7
2002 404 11.6 2.7 8.9 86.6 20.8 65.8 1.7
1982 1,200 17.6 7.3 10.3 81.4 26.8 54.6 1.0
2002 427 1.6 0.7 0.9 94.8 2.1 92.7 3.5
1982 1,220 6.1 1.4 4.7 92.6 27.4 65.2 1.4
2002 414 14.3 3.9 10.4 85.3 28.0 57.2 0.5
1982 1,333 41.1 12.5 28.6 53.5 41.3 12.2 5.5
2002 456 6.1 1.8 4.4 92.1 19.3 72.8 1.8
1982 1,224 9.9 1.4 8.5 88.4 29.2 59.2 1.7
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(4) 結婚しても必ずしも子供を持つ必要はない 
 アジアと、アメリカ・ドイツと、スウェーデン・イギリスとで結果が分かれた。フィリピン・韓国で
はこの考えには抵抗が強く韓国の 63.8％、フィリピンの 96.3％が反対派である（次頁グラフ参照）。特
にフィリピンは 92.8％が「反対」を示している。日本は「賛成」も 27.0％いるが、賛成派 48.5％、反
対派 46.0％と賛否がそれぞれ半分ずつという状況である。スウェーデンとイギリスはこの考えに強い支
持を示しており、賛成派がスウェーデンで 87.5％、イギリスでは 96.2％にのぼり、その中でも強い賛成
が 8 割を占める。アメリカ・ドイツでは、賛成派が 6 割強を占めるものの、反対派も 3 割強に上る。 
 男女別にみると、反対派の割合は男性の方が高いが、韓国とドイツでやや男女の開きが大きいほかは、
大きな違いはない。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 
と「どちらかといえば反対」の小計） 
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(5) 相手に満足できないときは離婚すればよい 
 フィリピンでは 53.3％と過半数が「反対」を示す。この考えへの賛成派はヨーロッパで目だって高く、
特にドイツでは「賛成」が 56.6％、「どちらかといえば賛成」と合わせれば 90.6％の支持を得ている（次
頁グラフ参照）。これに対し、日本・韓国・アメリカでは、賛成派が 6 割前後に至るものの、反対派も
おおむね 3 分の 1 を占めている。 
 男女別にみると、アメリカ・ドイツで殆ど違わない他は、おおむね女性の方が賛成派が多いが、大き
な違いは余りない。韓国では賛成派は男性で 57.6％、女性で 64.4％とやや開きが大きい。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 
と「どちらかといえば反対」の小計） 
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≪1982 年調査との比較≫ 
 いずれの国でも賛成派が増加している。日本では、1982 年には 26.8％に過ぎなかった賛成派が、「賛
成」、「どちらかといえば賛成」ともに増え、今回調査では 59.9％にまで増加している。ヨーロッパ 3 か
国では、「どちらかといえば賛成」が減少し、「賛成」とはっきりさせる態度が増加している。アメリカ
では 67.7％あった賛成派が 63.6％へ減少している。フィリピンでは、「賛成」と「反対」がそれぞれ増
加し、特に「反対」とする者は 14.3％から 52.0％にまで大きく増加し、前回は賛成派 41.2％・反対派
57.2％だったのが、反対派が 72.0％を占める大勢へと変化した（次頁表参照）。 
 ヨーロッパ諸国では、年齢階級による差が縮小している。ここでも、日本の賛成派の人の割合の上昇
幅は各国の中で目立っている。この 20 年間の日本の女性の意識変化が、年齢を問わず、諸外国に比べ
て大きかったことを現している。 
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Ｅ．相手に満足できないときは離婚すればよい　2002年(女性)と1982年(女性)の比較

賛成
どちらかとい

えば賛成
どちらかとい

えば反対
反対

2002 1,291 59.9 30.4 29.5 32.3 23.2 9.1 7.7
1982 1,294 26.8 8.6 18.2 59.3 33.9 25.4 13.9
2002 208 66.4 35.1 31.3 27.0 18.8 8.2 6.7
1982 239 30.1 10.9 19.2 56.5 33.5 23.0 13.4
2002 310 68.7 38.4 30.3 25.9 19.4 6.5 5.5
1982 443 28.0 10.4 17.6 59.8 33.6 26.2 12.2
2002 317 59.6 26.5 33.1 31.0 23.7 7.3 9.5
1982 340 25.9 6.8 19.1 56.5 34.1 22.4 17.6
2002 456 51.1 25.4 25.7 40.3 27.6 12.7 8.6
1982 272 22.8 5.9 16.9 64.7 34.6 30.1 12.5
2002 402 64.4 13.4 51.0 31.1 24.6 6.5 4.5
1992 1,000 45.4 17.4 28.0 48.9 28.9 20.0 5.7

20-29歳 2002 130 79.2 17.7 61.5 15.4 13.1 2.3 5.4
30-39歳 2002 122 60.6 13.1 47.5 33.6 29.5 4.1 5.7
40-49歳 2002 91 56.1 8.8 47.3 40.7 30.8 9.9 3.3
50-59歳 2002 59 52.6 11.9 40.7 45.8 30.5 15.3 1.7

2002 400 27.6 16.3 11.3 72.0 20.0 52.0 0.5
1982 1,200 41.2 5.8 35.4 57.2 42.9 14.3 1.5
2002 135 28.9 15.6 13.3 71.1 20.7 50.4 0.0
1982 442 40.7 5.9 34.8 58.2 43.9 14.3 1.1
2002 131 27.5 16.0 11.5 72.5 18.3 54.2 0.0
1982 338 42.0 4.1 37.9 56.5 42.6 13.9 1.5
2002 89 28.1 16.9 11.2 70.8 22.5 48.3 1.1
1982 260 42.3 7.3 35.0 56.6 40.4 16.2 1.2
2002 45 22.2 17.8 4.4 75.6 17.8 57.8 2.2
1982 156 39.2 7.1 32.1 57.7 44.9 12.8 3.2
2002 404 63.6 35.1 28.5 32.7 20.3 12.4 3.7
1982 1,200 67.7 39.8 27.9 29.0 18.4 10.6 3.3
2002 104 64.4 31.7 32.7 32.7 17.3 15.4 2.9
1982 393 64.4 32.8 31.6 33.8 19.8 14.0 1.8
2002 105 61.0 34.3 26.7 32.3 19.0 13.3 6.7
1982 333 71.1 42.9 28.2 25.5 17.1 8.4 3.3
2002 117 61.5 33.3 28.2 34.2 21.4 12.8 4.3
1982 236 67.4 44.9 22.5 28.4 16.5 11.9 4.2
2002 78 69.2 43.6 25.6 30.8 24.4 6.4 0.0
1982 238 68.9 42.0 26.9 26.4 19.7 6.7 4.6
2002 427 82.0 43.6 38.4 13.3 9.8 3.5 4.7
1982 1,220 67.8 26.1 41.7 25.4 20.6 4.8 6.8
2002 94 78.7 40.4 38.3 14.9 10.6 4.3 6.4
1982 237 70.7 28.8 41.9 24.0 19.9 4.1 5.2
2002 90 84.4 44.4 40.0 13.3 11.1 2.2 2.2
1982 401 66.8 27.4 39.4 25.4 20.9 4.5 7.7
2002 126 81.7 44.4 37.3 15.1 11.1 4.0 3.2
1982 274 66.4 23.7 42.7 26.2 21.5 4.7 7.3
2002 117 82.9 44.4 38.5 10.2 6.8 3.4 6.8
1982 276 67.7 23.9 43.8 25.7 19.9 5.8 6.5
2002 414 90.5 58.9 31.6 7.5 6.3 1.2 1.9
1982 1,333 79.9 32.7 47.2 11.5 9.7 1.8 8.6
2002 80 96.3 62.5 33.8 2.5 2.5 0.0 1.3
1982 352 87.2 42.9 44.3 8.3 6.0 2.3 4.5
2002 120 89.1 63.3 25.8 6.6 5.8 0.8 4.2
1982 301 84.4 34.6 49.8 9.7 9.0 0.7 6.0
2002 116 92.3 59.5 32.8 6.0 3.4 2.6 1.7
1982 349 77.7 28.4 49.3 11.1 9.7 1.4 11.2
2002 98 85.7 50.0 35.7 14.3 13.3 1.0 0.0
1982 325 70.1 25.2 44.9 17.3 14.5 2.8 12.6
2002 456 86.4 51.8 34.6 10.8 8.6 2.2 2.9
1982 1,224 79.1 30.5 48.6 15.5 11.2 4.3 5.4
2002 107 87.0 63.6 23.4 11.2 8.4 2.8 1.9
1982 328 80.8 29.3 51.5 15.6 11.9 3.7 3.7
2002 145 86.9 51.7 35.2 9.7 9.0 0.7 3.4
1982 427 83.4 34.0 49.4 12.2 10.3 1.9 4.4
2002 113 87.6 46.9 40.7 10.6 7.1 3.5 1.8
1982 267 75.7 30.0 45.7 18.0 12.0 6.0 6.4
2002 91 83.6 44.0 39.6 12.1 9.9 2.2 4.4
1982 196 71.9 25.5 46.4 19.4 10.7 8.7 8.7
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韓
 
 

国

総    数

日
 
 

本

総    数

30-39歳

50-59歳

20-29歳

40-49歳

国名 賛成小計 反対小計
わからな

い・無回答年度 合計
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(6) 一般に今の社会では離婚すると女性の方が不利 
 離婚すると女性が不利であることに賛成を示すのはフィリピンと日本で、両国とも 3 割強が「賛成」
としているものの、一方でフィリピンでは「反対」とする者も最も多い。「どちらかといえば賛成」も
合わせてみると、調査 7 か国中、離婚すると女性が不利と考えられているのは日本が最も多い 61.3％、
次いでアメリカが 56.7％である。反対派（「反対」＋「どちらかといえば反対」）はドイツが最も多く、
52.9％に上る（次頁グラフ参照）。 
 「(5)相手に満足できないときは離婚すればよい」では大きな男女差がなかったが、本問においては女
性の方が賛成派が目立って多く、フィリピン以外の各国で男女間に 14.6～27.9％の違いがある。（アメ
リカで男性 42.6％、女性 70.5％、日本で男性 52.7％、女性 68.2％等。）この考え方の賛成派が最も多い
のはアメリカの女性である。 
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≪参考≫（「賛成」は前グラフの「賛成」と「どちらかといえば賛成」の小計、「反対」は「反対」 

と「どちらかといえば反対」の小計） 
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≪1982 年調査との比較≫ 
 スウェーデンとフィリピンで目立った大きな変化が見られた。スウェーデンでは賛成派が 1982 年調
査の 29.6％から 59.0％に大きく増加、「賛成」が 7.2％から 20.1％にまで増加している（次頁表参照）。
フィリピンは、60.5％を占めていた賛成派が半数を割る 47.3％にまで減ったものの、「賛成」は 11.0％
から 32.3％にまで増加している。一方で「反対」も 4.3％から 27.8％にまで増加しており、家庭観に関
する他の設問同様、はっきりした「賛成」と「反対」とで両方向の変化が生じている。全体的に、アメ
リカとスウェーデン以外では賛成派の割合は減少している。アメリカは賛成派の割合が 64.4％から
70.5％に増加している。 
 この意識については、1982 年、2002 年ともに、全年齢層を通じて、日本、アメリカの賛成的態度の
人の割合の高さが目立つ。また、スウェーデンが、1982 年調査時には、賛成派が目立って低い割合を
示していたが、2002 年では、大幅に上昇し、フィリピン、イギリス、ドイツと同程度の高率に変わっ
ている。年齢階級による差は、アジア諸国と欧米で逆の傾向を示す。アジア諸国では、年齢が高くなる
ほど賛成派の割合が低くなる傾向にあるのに対し、欧米では、年齢が上がるほど、賛成派の割合が高く
なる傾向を示している。 
 
 

 
 
賛成派                    賛成派 
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Ｆ．一般に今の社会では離婚すると女性の方が不利 （1982年）

日  本
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  Ｆ．一般に今の社会では離婚すると女性の方が不利　2002年(女性)と1982年(女性)の比較

賛成
どちらかとい

えば賛成
どちらかとい

えば反対 反対

総    数 2002 1,291 68.2 37.8 30.4 22.1 14.7 7.4 9.8
1982 1,294 71.0 37.2 33.8 15.6 10.4 5.2 13.5

20-29歳 2002 208 65.8 34.1 31.7 22.6 13.5 9.1 11.5
1982 239 72.8 42.3 30.5 17.5 14.6 2.9 9.6

30-39歳 2002 310 70.9 40.3 30.6 20.3 14.5 5.8 8.7
1982 443 74.5 40.6 33.9 15.5 9.0 6.5 9.9

40-49歳 2002 317 69.4 38.8 30.6 21.7 15.1 6.6 8.8
1982 340 67.9 37.6 30.3 15.3 10.3 5.0 16.8

50-59歳 2002 456 66.5 37.1 29.4 23.2 15.1 8.1 10.3
1982 272 67.3 26.5 40.8 13.9 8.8 5.1 18.8

総    数 2002 402 60.2 14.9 45.3 35.3 27.1 8.2 4.5
1992 1,000 67.1 33.3 33.8 26.1 19.2 6.9 6.8

20-29歳 2002 130 65.4 10.0 55.4 30.7 23.8 6.9 3.8
30-39歳 2002 122 65.5 22.1 43.4 28.7 23.0 5.7 5.7
40-49歳 2002 91 53.9 11.0 42.9 41.8 30.8 11.0 4.4
50-59歳 2002 59 47.4 16.9 30.5 49.2 37.3 11.9 3.4
総    数 2002 400 47.3 32.3 15.0 50.1 22.3 27.8 2.8

1982 1,200 60.5 11.0 49.5 37.1 32.8 4.3 2.5
20-29歳 2002 135 51.9 34.1 17.8 45.9 20.0 25.9 2.2

1982 442 58.9 11.8 47.1 39.1 35.3 3.8 2.0
30-39歳 2002 131 47.3 36.6 10.7 48.9 25.2 23.7 3.8

1982 338 58.9 10.1 48.8 38.7 33.7 5.0 2.4
40-49歳 2002 89 41.6 23.6 18.0 58.5 22.5 36.0 0.0

1982 260 64.7 11.2 53.5 33.1 28.1 5.0 2.3
50-59歳 2002 45 44.4 31.1 13.3 48.9 20.0 28.9 6.7

1982 156 61.6 10.3 51.3 34.0 31.4 2.6 4.5
総    数 2002 404 70.5 39.6 30.9 25.0 16.3 8.7 4.5

1982 1,200 64.4 39.3 25.1 29.8 19.8 10.0 5.8
20-29歳 2002 104 67.3 27.9 39.4 24.0 20.2 3.8 8.7

1982 393 55.7 32.8 22.9 37.9 24.7 13.2 6.4
30-39歳 2002 105 69.5 36.2 33.3 26.7 14.3 12.4 3.8

1982 333 69.3 40.5 28.8 27.6 18.3 9.3 3.0
40-49歳 2002 117 70.1 45.3 24.8 25.6 17.9 7.7 4.3

1982 236 67.4 42.8 24.6 24.5 14.8 9.7 8.1
50-59歳 2002 78 76.9 51.3 25.6 23.0 11.5 11.5 0.0

1982 238 68.9 45.0 23.9 24.8 18.9 5.9 6.3
総    数 2002 427 59.0 20.1 38.9 28.8 11.0 17.8 12.2

1982 1,220 29.6 7.2 22.4 56.2 43.9 12.3 14.2
20-29歳 2002 94 55.3 13.8 41.5 22.3 10.6 11.7 22.3

1982 267 29.2 3.4 25.8 56.9 44.2 12.7 13.9
30-39歳 2002 90 61.1 17.8 43.3 32.2 10.0 22.2 6.7

1982 401 23.5 7.0 16.5 64.6 48.1 16.5 12.0
40-49歳 2002 126 63.5 26.2 37.3 27.7 8.7 19.0 8.7

1982 274 28.4 6.9 21.5 54.4 44.5 9.9 17.2
50-59歳 2002 117 55.5 20.5 35.0 32.4 14.5 17.9 12.0

1982 276 39.5 11.6 27.9 45.6 37.3 8.3 14.9
総    数 2002 414 46.4 18.6 27.8 42.3 26.6 15.7 11.4

1982 1,333 53.9 17.7 36.2 31.2 27.0 4.2 14.9
20-29歳 2002 80 35.0 15.0 20.0 52.6 36.3 16.3 12.5

1982 352 46.0 14.5 31.5 40.4 33.0 7.4 13.6
30-39歳 2002 120 40.8 18.3 22.5 44.2 20.0 24.2 15.0

1982 301 52.1 15.9 36.2 34.3 30.6 3.7 13.6
40-49歳 2002 116 47.4 18.1 29.3 43.1 30.2 12.9 9.5

1982 349 60.2 19.2 41.0 26.9 22.9 4.0 12.9
50-59歳 2002 98 61.2 22.4 38.8 30.6 22.4 8.2 8.2

1982 325 56.6 20.6 36.0 23.7 22.2 1.5 19.7
総    数 2002 456 50.0 20.4 29.6 41.0 31.1 9.9 9.0

1982 1,224 55.9 20.5 35.4 34.9 27.9 7.0 9.2
20-29歳 2002 107 40.2 10.3 29.9 50.4 33.6 16.8 9.3

1982 328 49.4 13.4 36.0 43.6 33.2 10.4 7.0
30-39歳 2002 145 48.3 22.8 25.5 39.3 31.0 8.3 12.4

1982 427 56.6 21.5 35.1 35.2 27.9 7.3 8.2
40-49歳 2002 113 54.0 19.5 34.5 41.6 33.6 8.0 4.4

1982 267 57.3 26.2 31.1 31.8 27.3 4.5 10.9
50-59歳 2002 91 59.4 29.7 29.7 31.9 25.3 6.6 8.8

1982 196 62.7 22.4 40.3 24.0 19.9 4.1 13.3

国名 年度 合計 賛成小計 反対小計 わからな
い・無回答
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